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■調査期間： 2016年 4月～2018年度（予定）。 
■協力者の属性： 首都圏（東京都，神奈川県，埼玉県，千葉県）に在住の 20代以上
の男女。出身地や生育地域の制限は設けていない。 




■収録時間： 協力者 1名あたり 15～18時間。 










































































３．４．１  基本収録 
基本的な収録の機器を表 1に示す。また，2名が対面する収録の基本的な配置で撮影され
る映像を図 1に示す。表 1の各機器を図 1内に記号で表示した。 
 







































1 会話全体を録音。中央に配置。 (c)  
 
 




３．４．２  基本収録以外の機材 
基本収録以外の機器について，表 2に示す。 
 
表 2  基本収録以外の機器等 
 品名 数量 特徴 
移動時 
収録 
Panasonic HX-A500 1 
ウェラブルカメラ。散歩や散策，外出先への
移動の際に，1 名が頭に装着。音声は基本収



















４．  収録状況の報告 
上述の表 1 に示した機材を 6 セット用意し，2016 年 4 月から順次調査を開始してきた。
約 10カ月が経過し，表 3に示したように，合計 13名の収録調査者が調査を完了し，6名が
現在調査中である。 
 
表 3  協力者の属性（2017 年 1月 24日現在） 
年代 男 女 計 
20代 
学生 (終了) 学生 (終了) 
4人 
学生 (調査中) 学生 (終了) 
30代 
自営自由業 (終了) 専業主婦 (終了) 
5人 自営自由業 (終了) 会社員等 (終了) 
    会社員等 (終了) 
40代 
自営自由業 (終了) 会社員等 (終了) 
5人 会社員等 (調査中) 自営自由業 (調査中) 
    専業主婦 (調査中) 
50代 自営自由業 (調査中) 自営自由業 (終了) 2人 
60代以上 
無職 (終了) 専業主婦 (終了) 
3人 
非常勤講師 (調査中)     




 本稿では，このうちすでに調査が終了した 13 名の収録状況について報告する。なお，収
録されたデータのうちコーパスに格納するデータ（全体の約 3～4 分の 1）については，小
磯他(2017)を参照されたい。 
 
４．１  収録回数と収録時間 




で 46日，最も長い協力者で 91日，平均すると 67日であった。 
 












20代 3 51 17 42:43 14:14 
30代 5 103 20.6 86:02 17:12 
40代 2 33 16.5 25:26 12:43 
50代 1 19 19 17:02 17:02 
60代以上 2 34 17 31:27 15:43 
計 13 240 18.5 202:40 15:35 
 






















図 2  収録形態ごと収録回数 
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 み使用することがある。「GoPro1 台のみフルセット」はこのような状況が含まれ，約 16%を
占めている。「GoPro なしフルセット」は SP360 と IC レコーダーでの収録で，約 15%であ





















その他 8 3 2 2 0
GoProなしフルセット 16 4 5 4 2
GoPro1台のみフルセット 19 5 7 1 2












図 3  2名並んでの収録 
 
















える。図 3と図 4で示したように GoPro1 台で会話者が十分に映る場合や，外食でスペース
が狭く置き場所を確保できない場合などが考えられる。「社会参加」は，PTAや地域懇談会，
祭りなどの打ち合わせで，スペースの制約で GoPro が置けないケースや，IC レコーダーよ
り多い人数が参加して数が一致しないために「その他」に計上されている場合などがある。 
 









食事 休息 仕事学業 社会参加 家事雑事
その他 7 6 2 2 3 0
GoProなしフルセット 21 9 0 4 2 0
GoPro1台のみフルセット 16 17 3 9 2 0














 ４．４．１  機材・データについて 
■カメラの電池切れ 
上述のように，電池が切れてしまったために機材をフルセット使用できなかったケース
が比較的多く発生した。特に SP360 は，当初，高解像度 2880×2880で収録していたが，バ
ッテリーの持続時間が 1 時間程度と短く，収録途中で電池切れとなることがたびたびあっ
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